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計画策定の背景と目的 

 

１ 計画策定の趣旨 

国は、平成 19 年１月に施行された観光立国推進基本法の規定に基づき、観光立国の実

現に関する基本的な計画として新たな「観光立国推進基本計画」を閣議決定しました（令

和５年３月３１日閣議決定）。 

この基本計画では、観光立国の持続可能な形での復活に向け、観光の質的向上を象徴す

る「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」の３つをキーワードに、持続可能

な観光まちづくり、インバウンド回復、国内交流拡大の３つの戦略に取り組むこととして

います。 

本市においても、国の計画における上記 3 つのキーワードを基にして、本市の地域資源

が有する本来の観光的価値を最大限に活かす施策を実施します。これにより、地域やコン

テンツの付加価値の向上を図り、交流人口を拡大し、持続可能な観光を推進し、ひいては

地域経済の発展に寄与することを目的として第二次坂井市観光ビジョン戦略基本計画（以

下、「本計画」）を策定します。 

 

２ 前回計画の総括 

本市では、平成 31 年 3 月に第一次観光ビジョン戦略基本計画（以下、「前回計画」）

を策定しました。前回計画では、観光資源・地域資源の魅力向上と新たな観光ニーズへの

対応を推進する【磨く】、広域交通網の活用を推進する【結ぶ】、インバウンドの受け入

れ体制を整備する【広げる】、観光情報の整理と効果的な発信をする【伝える】、観光地

域づくりのための組織づくり・人材（財）づくりを推進する【育てる】の 5 つを基本方針

とし、目指す数値目標として、観光客入込数 600 万人、年間国内宿泊者数 20 万人、年間

外国人宿泊者数 2 万人、観光消費額 310 億円を掲げました。また、前回計画では、地域を

一体的な観光地として捉え、観光戦略の立案と関係者間の連携強化を担う観光地域づくり

の舵取り役として、DMO（Destination Management / Marketing Organization）の早期

設立を掲げました。 

しかし、令和２年からの新型コロナウイルスの感染拡大の影響が大きく、令和 3 年の観

光客数：2,885 千人/観光消費額：157.1 億円と前年比で入込数は約 15％減となりました。 

直近の数値目標に対する実績は、令和 6 年の観光客入込数 459.7 万人、年間国内宿泊者
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数 228,000 人、年間外国人宿泊者数 1,300 人、観光消費額 246.8 億円となりました。 

計画の推進については、計画期間中は PDCA サイクルを利用した進捗管理を行いまし

た。その過程で、計画に記載された取組について環境の変化による内容の変更や差し替え

についての仕組みがないこと、各事業が狙う対象のあいまいさ等、課題も見つかりまし

た。 

 

【DMO のこれまでの取組と本計画における役割】 

「（一社）DMO さかい観光局（以下、DMO という）」は、前回計画期間の令和２年３

月に設立され、個々の事業者や行政だけでは対応が難しい地域ブランディングやマーケテ

ィング、コンテンツの造成、人材育成、旅行業法などを一体で担う専門組織として、本市

の観光地域づくりを先導する役割を担ってきました。また、国の登録観光地域づくり法人

の認定を取得し、広域連携や着地型旅行商品の造成、プロモーションの強化など、観光推

進体制の基盤整備を進めてきました。 

今後は、これらの土台を踏まえ、データマーケティングの推進、事業者のコンテンツ造

成・販売の伴走支援、インバウンド誘客へと役割を拡張し、地域全体の稼ぐ力の向上を牽

引する役割が期待されます。 
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3 計画の位置づけ 

本計画は、本市の観光振興の基本的な考え方を示すとともに、その実現に向けた具体 

的な施策を示す戦略とします。また、上位計画である第二次坂井市総合計画や関連する

諸計画との整合性を図り、観光分野から実現していくためのプランとします。 

本計画を策定するにあたっては、観光庁『観光立国推進基本計画』、『地方における高

付加価値なインバウンド観光地づくり事業』、福井県『ネクストふくい観光ビジョン』の

内容を参考にしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 計画期間 

本計画は、令和 8 年度から令和 12 年度までの５年間を対象期間とし、総合計画や社会

情勢の変動及び、各事業等の進捗状況等に応じて、適宜見直しを実施することとします。 

 

5 坂井市における観光の必要性 

観光振興は、坂井市に多岐にわたる好影響をもたらし、持続可能な地域社会・文化・経

済の活性化に貢献します。 
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経済的効果として、観光客の消費は地域の店舗や宿泊施設に直接的な売上をもたらすだ

けでなく、地元の農水産物などの仕入れを活発化させ、関連産業へも波及します。これに

より、雇用創出や住民の所得向上、さらには税収増にも繋がり、民間投資の誘発や特産品

のブランド力向上といった波及効果も期待されます。 

また、社会的効果として、観光客の受け入れ体制を整えるための道路や公共交通機関、

通信環境などのインフラ整備が進み、その結果、住民の利便性向上に直結します。そのう

え、観光イベントやボランティア活動を通じて地域コミュニティが活性化し、観光客から

の称賛は住民に地域への誇りと愛着を再認識させ、主体的なまちづくりへの意欲を高めま

す。 

さらに、文化的効果として、地域の歴史的建造物（丸岡城、三国湊）や伝統芸能、食文

化（越前がに、丸岡産そば）などが観光の目玉となることで、その価値が再評価され、保

存・継承への意識が高まります。観光客との交流は、住民に共通のアイデンティティと誇

りをもたらし、加えて、外部の視点に触れることで、国際感覚の涵養や、新たな文化創造

のきっかけともなります。 

観光は、地域経済における好循環を生み出すとともに、住民の生活の質を向上させ、地

域固有の文化を守り育むために不可欠な要素です。  
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坂井市観光の現状と課題 

 

１ 坂井市の観光資源 

本市は福井県の北部に位置し、平成 18 年に三国町、丸岡町、春江町、坂井町の 4 町合

併で誕生しました。令和 7 年 3 月 31 日時点で人口は約 88,000 人となっています。 

自然地形では、南部に九頭竜川、東部の森林地帯を源流とする竹田川が北部に流れ、東

の山々から西の丘陵地に囲まれて川の流れは日本海に注ぎ込むという地形になっていま

す。中部には福井県随一の穀倉地帯である広大な坂井平野が広がり、山・川・海・平野に

囲まれた豊かな自然環境に恵まれています。 

道路網は南北方向に発達しており、東部に北陸自動車道・丸岡インターチェンジ、国道

364 号、西部に国道 305 号、中部に国道 8 号が走っています。また、主要地方道 金津線

（嶺北縦貫線）および主要地方道 福井加賀線（芦原街道）が走るなど、地域の基幹道路も

整備されています。 

鉄道網も中央部を南北に走っており、ハピラインふくい線が 2 駅、えちぜん鉄道三国芦

原線が 9 駅あります。この他、令和 6 年に開業した北陸新幹線の芦原温泉駅が市の西部に

隣接し、広域的なアクセスも向上しました。 

本市には、世界三大絶勝「東尋坊」や現存 12 天守の一つである「丸岡城」、また、北

前船寄港地として日本遺産に認定された「三国湊」をはじめ、際立った魅力を持つ観光資

源に加え、越前がにや甘えび、丸岡産そばなどの食の魅力も豊富に備えています。さら

に、東尋坊三国温泉をはじめとする温泉地や、三国花火、丸岡城桜まつりなどの季節のイ

ベントも訪れる人々を魅了しています。観光客は関西圏や中京圏からの来客が中心で、関

東圏、北陸地方からの来客が増加している状況です。 
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図表：坂井市の主な観光資源 

 スポット・サイトビュー グルメ・ショッピング イベント・アクティビティ 

東尋坊エリア 

東尋坊 

雄島 

越前松島 

丸岡藩砲台跡 

荒磯遊歩道 

 

東尋坊商店街 

もみわかめ 

塩うに 

 

芝政ワールド 

越前松島水族館 

雄島祭 

安島もっこ刺し体験 

三国湊エリア 

三国湊のまちなみ 

瀧谷寺 

三國神社 

旧岸名家 

三国港駅 

旧森田銀行本店 

龍翔博物館 

エッセル堤 

三国サンセットビーチ 

東尋坊三国温泉 

 

越前がに 

甘えび 

三国港市場 

辛味そば 

酒まんじゅう 

三年子らっきょう 

道の駅みくに 

越のルビー 

三国祭 

三国花火 

三国湊かに祭り 

ふくい甘えび祭 

三国湊帯のまち流し 

夕方のセリ 

三国提灯づくり体験 

三味線の演奏体験 

サップ体験 

丸岡エリア 

丸岡城 

一筆啓上 日本一短い手紙の館 

丸岡城マチヨリマーケット 

グリーンセンター 

丸岡温泉 

丸岡産そば 

地酒 

越前織 

浴衣帯 

丸岡城桜まつり 

丸岡古城まつり 

甲冑体験 

丸岡城天守一筆啓上体験 

越前織の工場見学 

酒蔵見学 

竹田エリア 

千古の家 

たけくらべ広場 

ちくちくぼんぼん 

竹田水車メロディパーク 

たけくらべ温泉 

 

竹田の油揚げ 

丸そば 

自然薯 

緑ゼンマイ 

竹田の里しだれ桜まつり 

冒険ダムカヤック 

春江・坂井エリア 

ゆりの里公園 

エンゼルランドふくい 

坂井平野の田園風景 

 

道の駅さかい 

若狭牛 

坂井市産米（コシヒカリ） 

ゆりフェスタ 

イチゴ収穫体験 
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２ 坂井市の持つ「強み」「弱み」 

 
プラス マイナス 

内

部

環

境 

強み（Strength） 弱み（Weakness） 

▶豊かな自然 

 東尋坊をはじめとする景勝地、九頭竜川や竹田川などの

清流、坂井平野の田園風景、そして越前加賀海岸国定公

園に指定される美しい海岸線など、多様で豊かな自然に

恵まれています。四季折々の風景が楽しめるほか、自然

体験型アクティビティのポテンシャルが高いです。 

▶歴史・文化 

 丸岡城（現存天守）、三国湊の町並み、瀧谷寺などの寺

社をはじめ、歴史的建造物や文化財が数多く存在してい

ます。これらは、歴史や文化に関心のある層にとって非

常に魅力的な観光資源です。さらに、地域に根付いた伝

統文化や祭事も、観光の大きな魅力となります。 

▶食の魅力 

 越前がに、甘えびなどの新鮮な日本海の幸、丸岡産そ

ば、地酒など、地域ならではの食文化が豊かです。食を

目当てとした観光客を誘致できます。 

▶県内観光名所を巡りやすい立地  

 福井県立恐竜博物館や大本山永平寺、あわら温泉など、

市外の周辺観光名所とあわせて巡りやすい立地であるこ

とも誘客の強みです。 

▶比較的良好な交通アクセス 

 北陸自動車道や国道などの幹線道路が南北に通り、金沢

市や福井市など周辺都市からのアクセスは比較的良好で

す。北陸新幹線の延伸によって関東方面からのアクセス

が向上しました。小松空港にも近く、台湾などからのイ

ンバウンド受け入れも比較的容易です。 

▶地域ブランド 

 「越前がに」など、全国的に認知度の高い地域ブランド

を有しており、観光客誘致のフックとなります。  

▶観光客層の偏り 

 自然景観や食に興味のある層が中心であり、多様なニーズ

に対応できていない可能性があります。また、多様な年代

に受け入れられる魅力の磨き上げが必要です。 

▶宿泊施設の不足・老朽化 

 大規模なリゾートホテルなどが少なく、宿泊施設の選択肢

が限られています。既存の宿泊施設の老朽化も課題となっ

ています。 

▶二次交通の不便さ 

 東西の交通網がぜい弱であり、公共交通機関の便が限られ

ているエリアがあります。レンタカーなどの移動手段がな

い観光客にとって周遊が難しい状況です。 

▶情報発信の不足 

 観光情報が十分に発信されておらず、潜在的な観光客に魅

力が伝わっていません。 

▶通年観光の課題 

 季節によって観光客数が変動しやすく、年間を通して安定

した集客が難しいです。冬季の魅力開発などが課題となり

ます。 

▶観光の担い手不足 

 着地型観光体験の造成・運営を担う人材が不足し、ランド

オペレーターの不在が観光商品の多様化や質の向上を阻ん

でいます。 

  

外

部

環

境 

機会（Opportunity） 脅威（Threat） 

▶北陸新幹線延伸 

 金沢以西への延伸により、関東方面からのアクセスが大

幅に向上し、新たな観光客層の誘致が期待できます。 

▶中部縦貫自動車道の県内全線開通 

 新たな高速ルートの形成により、中京圏からの誘客拡大

や周遊ルートの構築等が期待できます。 

▶インバウンド需要の回復・拡大 

 国内市場縮小を補う成長機会として、回復・拡大するイ

ンバウンド需要の獲得に注力が求められます。 

▶体験型観光・サステナブルツーリズムのニーズの高まり 

 近年、旅行者は単なる観光地巡りだけでなく、地域なら

ではの体験を求める傾向が強まっており、自然や文化を

生かした持続可能な体験型コンテンツの開発が可能で

す。 

▶周辺地域との連携強化 

 近隣の観光地や自治体と連携し、広域的な観光ルートや

共同プロモーションを展開することで、より多くの観光

客を誘致できます。  

▶近隣観光地との競合 

 金沢市、加賀温泉など、北陸地方には魅力的な観光地が多

く、競争が激しい状況です。 

▶関西・中京方面からのアクセス利便性の低下 

 北陸新幹線延伸に伴う乗換発生により、関西・中京圏から

のアクセス利便性が低下し、来訪者減少が懸念されます。 

▶少子高齢化と人口減少 

 地域経済の活力低下や国内観光客の減少につながる可能性

があります。 

▶自然災害のリスク 

 地震や津波、台風などの自然災害のリスクがあります。災

害発生時の観光客への影響や風評被害が懸念されます。  

▶感染症の流行 

 新型感染症の流行は、観光客の減少や旅行控えを引き起こ

す可能性があります。 

▶観光客のニーズの変化 

観光客の興味や関心が多様化・変化しており、従来の観光

資源だけでは魅力を維持できなくなる可能性があります。  
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参考：R6 福井県観光客入込統計 

本計画を策定するにあたって、SWOT 分析を行い、本市の観光に関連する「強み」、

「弱み」、「機会」、「脅威」を抽出しました。この結果を強みを活かして機会を捉える

方法、弱みを克服しながら脅威を回避する方法など、戦略的な施策・事業立案のための基

礎資料として活用します。 

「東尋坊」や「丸岡城」、「越前がに」といった『全国に誇れる一級の観光素材』を豊

富に持っているのが最大の強みです。北陸新幹線の延伸により、これまで少なかった関東

圏からの新しい客層を呼び込める大きなチャンスを迎えていますが、その一方で、宿泊施

設の不足、地域内の移動手段（二次交通）の弱さが、せっかくの魅力を活かしきる上での

大きな壁となっています。 

今後は、近隣の魅力的な観光地との差別化を図りながら、アクセス環境の変化の影響を

受けない「訪れる価値のある目的地」として本市を確立していく必要があります。 

また、冬のカニシーズン以外の魅力を発掘し、SNS などを活用して効果的に情報を届け

ることで、年間を通して国内外から多様な人が訪れる仕組み作りが急務となっています。 

 

３ 観光客の動向分析 

（１）観光客入込数 

令和 6 年の福井県内の観光客入込数をみると、坂井市が 4,597 千人と県内で最も多い入

込数となっています。東尋坊や芝政ワールドなどの有名スポットに加え、丸岡城といった

観光資源、あわら温泉に近い立地、道の駅などの充実した施設等がこれだけの集客力を示

しており、地域経済全体に非常に大きな貢献をしていることがうかがえます。 

図表：福井県内市町別観光入込客統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千人） 
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参考：福井県観光客入込統計 

坂井市の観光客の近年の推移は、新型コ

ロナウイルス感染症による外出自粛等

の規制により、令和 2 年・3 年の大幅

な落ち込みを経て、令和 4 年以降は行

動制限緩和や観光支援策（GoTo トラ

ベル事業等）を追い風に、主要施設の

集客力と戦略的なプロモーション活動

によって、コロナ禍前の水準へ回復し

てきています。 

 

（２）施設別観光客入込数 

坂井市の観光は、東尋坊が圧倒的な集客力を持ち、観光客入込数全体の構造を決定づけ

ている「一極集中型」の構造であることがうかがえます。 

令和 6 年の福井県観光客入込数の統計を見ると、東尋坊が 778 千人で、2 位以下の施設

を大きく引き離し、坂井市の観光の「顔」としての役割を果たしていることが分かりま

す。東尋坊は、県外やインバウンドを誘致する強力なランドマークとして機能しているこ

とがうかがえます。 

また、観光客入込数の構造としては、トップの東尋坊を頂点に、「400 千人台のグルー

プ（三国湊散策、芝政ワールド）」と「300 千人台以下のグループ（その他施設）」とい

う二極構造を形成しています。 

トップ集客施設の東尋坊は、福井県のみならず日本を代表する景勝地としての知名度と

集客力を改めて証明しており、市内観光地及び広域的な観光の「起点」となっていると分

析されます。 

400 千人台グループ（三国湊散策（420 千人）、芝政ワールド（402 千人））は、体験

や祭事などを目的に、近隣・県内からの日帰り客が来訪していると考えられます。 

特に三国湊町散策（420 千人）は、特定の施設を持たない「エリア全体」の集客として

高い評価であり、歴史的景観や散策の魅力を高めることが、今後の観光客増加の鍵となる

と考えられます。 

300 千人台以下のグループ（グリーンセンター、エンゼルランド、ゆりの里公園など）

は、住民の利用、または特定の目的（散策、温泉利用、道の駅での休憩・交流）で訪れる

客層が中心と推察されます。 

丸岡城（203 千人）は、国の重要文化財としての価値は非常に高いものの、観光客入込

数は決して多いとは言えず、周辺施設との連携などの集客施策が課題となっています。 

このデータから、本市の観光は、「自然・景勝地」と「大型レジャー」が二本柱とな

図表：坂井市観光入込客の推移 

（千人） 
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参考：R6 福井県観光客入込統計 
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り、集客を牽引していることが分かります。 

 
図表：坂井市内の観光施設別観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）観光目的別市町村別観光客入込数 

1. 見る観光：カテゴリー『自然・文化歴史・産業』 

福井県内において、坂井市が他の

市町を大きく引き離し、最も多くの

観光客を集めていることがわかりま

す。坂井市が 2,971 千人で、2 位の

福井市（2,327 千人）を約 644 千人

上回り、県内市町の中で群を抜いた

集客力を誇っています。 

現在は通過型観光が主となってい

ますが、今後は、この圧倒的な入込

数を、「宿泊」や「周遊」へと繋げ

ることで、市全体の観光消費額の最大化を目指す戦略が必要です。 

周辺市町との連携など、広域的な地域連携型の旅行商品開発も効果的であると考えられ

ます。 

2.買い物観光：カテゴリー『買い物』 

全観光客入込数で県内トップだった坂井市は、買い物目的の観光客数においては県内 8

位（443 千人）という、中位の順位に位置しています。 

参考：R6 福井県観光客入込統計 

図表：「見る観光」県内ランキング 
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参考：R6 福井県観光客入込統計 

参考：坂井市宿泊客数調査 

全観光客入込数では坂井市（2,971 千人）がトップでしたが、買い物観光では南越前町

（1,453 千人）が圧倒的な 1 位となっています。坂井市の買い物観光客数（443 千人）

は、南越前町の約 3 分の 1 程度に留まっています。 

この乖離は、坂井市を訪れる観光客の多くが、「東尋坊」や「芝政ワールド」といった

特定の景勝地・レジャー施設での体験や観光を主目的としており、「買い物を主目的とす

る消費行動」が相対的に少ないことを示唆しています。 

坂井市が全観光客数で県内トップであ

るにもかかわらず、買い物観光で相対的

に低い順位にあることは、観光消費額の

向上における大きな課題を示していま

す。坂井市を訪れる多くの観光客は、主

要な観光地で満足し、地域独自の特産品

や魅力的な商業施設での「買い物」をし

ていない可能性があります。 

購買意欲を刺激する「地域ブランド商

品（土産品等）の開発」や、「体験と買い物を組み合わせた観光プログラム」の造成・強

化が必要と考えます。 

 

（４）宿泊者数の推移と宿泊施設稼働率 

市内の宿泊施設における宿泊者数の推

移は、令和 6 年では約 229 千人となって

います。令和元年から令和 2 年にかけて

は、新型コロナウイルス感染症の影響に

より一旦減少するものの、観光客入込数

に比例して令和 3 年以降徐々に回復して

きていることがうかがえます。 

あわせて宿泊施設の稼動率（※）をみ

てみると、令和 6 年のデータでは、年間平均 50％となっていますが、月別の変動を見ると

ピークは夏休みの 8 月とかに解禁の 11 月、オフピークは、6 月と 2 月となっています。ま

た、年平均未満の月が 6 か月あることから、全体的な稼働率の向上は必要不可欠であると

考えられます。 

 

224 

152 159 

209 
221 229

R1 R2 R3 R4 R5 R6

図表：「買い物観光」県内ランキング 

図表：市内宿泊者数の推移 （千人） 
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参考：R6 坂井市宿泊客数調査 

参考：㈱Agoop「人流分析レポート」を基に作成 

 

 
※「稼働率」とは、利用可能な客室のうち、実際に販売・利用された客室の割合を示し

ています。 

 

（５）訪日外国人旅行者数の推移 

市内の訪日外国人旅行者数を見ると、令和 6 年では 21,100 人となっています。令和２年

から令和 4 年にかけては、新型コロナウイルス感染症の影響により皆減となっています

が、令和 5 年以降徐々に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55%

42%

34%

45%

74%

44%

51%

72%

55%

41%
35%

53%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

12,500 

17,400 

21,100 

R1 R5 R6

（人） 

図表：月別市内宿泊施設稼働率 

図表：訪日外国人旅行者数の推移 
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参考：㈱Agoop「人流分析レポート」を基に作成 

参考：R6 年坂井市宿泊客数調査 

1,100 

1,800 

1,200 

2,300 

1,500 

1,000 

1,600 

1,200 
1,400 

1,200 

3,600 

3,200 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

訪日外国人旅行者数を月別にみると、令和 6 年のデータでは、4 月、11 月、12 月に来訪

者が多く、1 月、6 月が少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年の外国人宿泊者数を地域別に

みると、台湾（18.5％）、香港

（11.4％）、中国（18.5％）と東アジア

からの来訪者が約半数を占めており、そ

の他では、北アメリカ（21.6％）、ヨー

ロッパ（17.4％）からの来訪者が多くな

っています。 

 

 

 

 

 

（６）観光消費額の推移 

①1 人当たりの観光消費額単価 

観光庁「旅行・観光消費動向調査」を基に令和 6 年の全国の数値をみると、46,585 円

で、福井県は、39,000 円と全国平均と比較して、福井県は約 7,500 円（約 16%）低い状況

にあります。 

福井県（および坂井市）の単価が全国平均より低い要因として、坂井市は東尋坊や丸岡

（人） 

図表：令和 6 年訪日外国人旅行者数月別入込数 

図表：令和 6 年外国人宿泊客数 
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参考：坂井市調べ 

図表：坂井市の観光消費額の推移 

城など「日帰り観光地」としての側面が強く、関西圏・中部圏からは自家用車で 2～3 時

間の距離にあることから日帰り観光地として定着している可能性があります。さらに、交

通費・宿泊費以外で単価を上げる「体験（アクティビティ）」や「夜間・早朝のエンター

テインメント」への支出機会が少ないことが考えられます。また、全国平均を押し上げて

いるのは、1 人あたり消費額が大きいインバウンドです。福井県は北陸新幹線延伸で注目

されていますが、まだゴールデンルート（東京・大阪など）に比べるとインバウンドの消

費を取り込みきれていない可能性があります。これらの可能性を踏まえると、滞在時間延

長、宿泊率の向上、消費単価の向上などの対策を図る必要があります。 

 

②坂井市の観光消費額の推移 

坂井市の観光消費額の推移は、令和 6 年では約 246.8 億円となっています。令和元年か

ら令和 2 年にかけては、新型コロナウイルス感染症の影響により一旦減少するものの、令

和 3 年以降徐々に回復してきていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 前回計画の成果と残された課題 

前回計画では、「磨く」「結ぶ」「広げる」「伝える」「育てる」の 5 つの方針に基づ

き、観光施策を推進しました。 

主な成果として、方針Ⅰ「磨く」では、主要観光地の整備や宿泊施設のリニューアル支

援、食の魅力向上など、観光資源の磨き上げに一定の成果を上げました。東尋坊や丸岡城

周辺の再整備を計画通り進め、宿泊施設の改修支援を実施したほか、イベントや PR を通

じた食の魅力発信により、令和 7 年 3 月には「美食都市アワード」を受賞しました。方針

Ⅱ「結ぶ」では、路線バスによる芦原温泉駅から三国エリアへの利便性向上や、中京方面

からのアクセスルート確保を実現しました。方針Ⅲ「広げる」では、インバウンド受入環

境の整備として、三国駅観光案内所の JNTO カテゴリー2 取得や、事業者による受入環境

264.9

177.7
157.1

198.7

238.2 246.8

R1 R2 R3 R4 R5 R6

（億円） 
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整備への支援に取り組みました。方針Ⅳ「伝える」では、公式観光サイト「さかい旅ナ

ビ」のリニューアルや SNS 活用など、情報発信力の向上に取り組みました。方針Ⅴ「育て

る」では、DMO が国の登録観光地域づくり法人認定を取得し、広域連携やガイド育成を

進めるなど、観光推進体制の基盤を整えました。 

一方で、課題も残されています。観光客は東尋坊や丸岡城など限られた観光地に集中

し、短時間で立ち去る「通過型」観光から脱却できていません。宿泊需要の喚起が不十分

で、中京圏からの来訪は減少傾向にあります。FIT（個人旅行）対応や夜間・高付加価値体

験コンテンツの不足、文化や伝統の保存継承につながる仕掛けの未整備、教育旅行やイン

バウンドなどターゲット別コンテンツ造成の遅れも課題です。交通面では、市内の魅力的

なスポットを結ぶ周遊性向上策や持続可能な運行モデルの構築、小松空港からのアクセス

強化が必要です。インバウンド対応では、積極的な事業者が一部に限られ、情報発信力も

弱く、戦略的な誘客施策が不足しています。観光地の認知獲得に向けては、SNS や動画を

含む統合的なプロモーション戦略の立案が必要です。さらに、DMO にはマーケティング

に基づく施策展開が期待されるものの、現状では十分に機能しておらず、事業者間連携や

担い手確保、ランドオペレーターやインバウンド対応ガイドの育成、旅行会社との連携強

化が求められています。 

 

５ 事業者ワークショップでの成果 

第 1 回目のワークショップでは、坂井市の『将来像や夢』について意見交換をしていた

だきました。 

その中で出てきた主なキーワードは、「自慢したくなるまち」、「誇りと愛着が自然と

持てる町」、「堂々といい町だといえる町にしたい」、「町の事を一生懸命考える人であ

ふれてほしい」、「地元民に愛される市」「住民が地域の事を知っている・発信する」と

いった『地元愛・郷土愛』について意見がすべてのチームから出てきており、この考え方

がベースにあることがわかりました。 

第二回目のワークショップでは、坂井市の『将来像や夢』に対する課題について意見交

換をしていただきました。その中で出てきた主なキーワードは「二次交通の不足」、「認

知度・知名度不足」、「コンテンツ不足」、「人材不足」、「地域連携」が主なカテゴリ

ーワードとしてすべてのチームから出てきており、次期戦略を考えていくうえでの課題と

考えている人が多いことがうかがえます。 

第三回目のワークショップでは、第二回目の課題に対しての解決策として、交通・まち

づくり・コンテンツ・人材・情報発信・地域連携など、各項目で短期的・長期的な解決策

をアイデアベースで意見交換しました。 

観光に関連するワークショップでしたが、人づくり・魅力づくりなど、まち全体のこと
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を見据えた多様な視点からのご意見を頂くことができました。事業者ワークショップでの

意見は、本計画の将来像やアクションプランに反映していきます。 
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目指す将来像 

 

１ 目指す将来像 

「地域に誇りをもたらし、未来を拓
ひら

く、持続可能な観光まちづくり」の実現 

 

本計画が目指す観光は、地域に対する誇りを持つためのきっかけづくりであると同時

に、地域全体の産業を下支えする成長戦略の核と位置付けます。 

「稼ぐ」観光によって、関連産業も含めた収益を向上させることで、持続可能な地域好

循環の創造を目指します。社会が大きく変化する中で、新たな価値の創造に挑戦し、観光

を通じて貴重な歴史文化や自然を次世代へ継承できる観光まちづくりを推進していきま

す。 

 

本市はこれまで、観光客の入込数で福井県内トップクラスを誇ってきましたが、その多

くが短時間で立ち去る「通過型観光」でした。この課題を解決するため、本計画では、滞

在時間を延ばし、地域内でより多くのお金を使ってもらう「滞在型」や「高単価消費型」

の観光へと転換を図り、効率的で効果的なマーケティング活動を行うためのデータを活用

しながら「稼ぐ」観光を目指します。 

「稼ぐ」観光とは、東尋坊、丸岡城、越前がになどの優れた地域資源を、単に消費する

だけでなく、背景にある歴史やストーリーで繋ぎ、高い付加価値のある地域資源として深

く体験し、観光客が「共感」できる商品・サービスへと進化させることです。こうした質

の高い体験を組み合わせることで、観光客の滞在時間を延ばし、価値に見合った適正な価

格を設定し提供することで、観光客一人あたりの消費額（観光消費額単価）を引き上げま

す。 

加えて、観光客が使ったお金が、宿泊施設や飲食店だけでなく、農漁業、製造業など、

幅広い事業者や住民の所得向上に繋がり、地域経済全体が潤う好循環を創出します。 

また、観光は外部からの経済効果をもたらすだけでなく、住民生活にも直接的な良い影

響を与えることが重要です。観光客が本市の資源や文化を評価することで、住民が故郷の

良さを再認識し、地域への「誇り」を育むことにつながります。この「誇り」を原動力と

して、観光活動の新たな担い手を育成し、地域課題の解決を目指します。 

さらに、観光客の利便性向上のためのインフラ整備（道路、公共交通、Wi-Fi 環境、バ

Ⅲ 
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リアフリー化など）は、そのまま住民の生活の質（QOL）向上に繋がります。観光による

税収増や経済活性化は、福祉や教育といった公共サービスを充実させる基盤となります。 

一方で、観光客の増加に伴う課題（交通渋滞、マナーなど）にも配慮が必要です。住民

生活の豊かさを損なわないよう、官民が連携して観光と住民生活の調和を図ります。 

 

本計画の目指す姿は、観光客の「共感」と事業者の「稼ぐ」力、住民の「誇り」が互い

に高め合う好循環を創出することです。これにより、坂井市は単なる観光地として終わら

ず、住む人にも訪れる人にも愛され、経済的に自立した、持続可能な観光まちづくりを実

現します。この目標達成に向け、事業者・住民・行政が連携して取り組みます。 

 

 

 

 

 

  

坂井市の観光における持続可能な地域好循環のイメージ 

観光客 
住民 

事業者 

地域への還元 

生活の質の向上 

消費額の向上 

リピート 

住民参画 

担い手 

地域への誇りへの共感 

観光客との共生 

受け入れ、体験価値の向上 

質の高い体験や

商品の充実 
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2 重点ターゲット層 

本市は、観光客一人あたりの消費額を高めるため、「通過型観光」から、「高付加価値

の消費とリピートが見込める滞在型観光」への段階的な転換を目指します。 

計画期間中は優先順位を設定し、短期的な重点ターゲットとして、近隣エリアである関

西圏・中京圏に加え、北陸新幹線延伸によりアクセス性が向上した関東圏からの更なる誘

客を図ります。あわせて、地域資源の磨き上げを進め、滞在促進と消費額向上を促進しま

す。 

次期計画期間を含む中長期的には、国内市場におけるリピーターの獲得や自然や歴史・

文化、高級食体験を求める「高単価な富裕層・高感度な旅行者」の誘客を進めます。ま

た、海外市場に対しては、本市の地域資源に関心を持つ欧米豪やアジア圏の富裕層の誘客

に向けた準備を進め、富裕層やインバウンドなど難易度の高いターゲット層の獲得を目指

します。 

なお、本市が定義する高付加価値とは、地域資源とその背景にある、人々の物語や歴史

を掘り下げ、深く理解できる機会を提供し、「本物」の価値と「特別な体験」を創出する

ことです。これにより、価格以上の価値を提供し、旅行者と地域の双方にメリットをもた

らすことを目指します。 

 

短期的な重点ターゲット 

▶国内市場：関東圏・関西圏・中京圏からの誘客 

中長期的な重点ターゲット 

▶国内市場：関東圏・関西圏・中京圏のリピーター、富裕層、高感度な個人旅行者 

▶インバウンド：欧米豪やアジア圏の富裕層 
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３ 戦略の体系 

本計画では、「地域に誇りをもたらし、未来を拓く、持続可能な観光まちづくり」の実

現を最上位のビジョン（目指す将来像）として掲げます。 このビジョンを確実なものとす

るため、観光課題や社会情勢等の変化に即した「６つの柱」を基本戦略として設定しま

す。各領域が互いに連携し、相乗効果を生み出すことで、住民の誇りの醸成と地域経済の

活性化を両立させる観光施策を推進していきます。  

目指す将来像 

「地域に誇りをもたらし、未来を拓(ひら)く、持続可能な観光まちづくり」の実現 

基本戦略 

戦略１ 観光地域づくりを担う「人材（財）の育成・確保」 

戦略 2 

実効性のある「プロモーション戦略」 

戦略 3 より快適な「二次交通」の整備 

戦略 4 

デジタルとデータを活用した「観光 DX」の推進 戦略 5 

地域資源を磨き「観光消費」を拡大 

戦略 6 世界に選ばれる「インバウンド戦略」 
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観光推進に向けた戦略 

 

各戦略には、事業ごとに、関連する人・団体が互いに協力しながら、何を、いつまでに

するのかについて記載しています。 

 

【事業例】 

                    何を・いつまでに 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

観光地域づくりを担う

組織の強化 
市、DMO、住民 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

事業者間連携の強化 市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
 

 

■事業ごとのアクション 

改善：これまでの取り組みを向上しながら実施 

検討：実施に向けた調査、準備に着手する 

実施：検討した内容を実際に行う 

継続：これまでの方針を途切れさせずに実施する 

 

  

Ⅳ 
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戦略１  観光地域づくりを担う「人材（財）の育成・確保」 

 

「人」こそが、地域ならではの魅力を生み出す最大の資源です。高品質な観光体験と持

続可能な観光地域づくりを実現するには、多様な人材（財）の「育成」と「確保」を並行

して進めることが不可欠です。特に、旅行会社から依頼を受け、現地でのサービス手配を

専門に行うランドオペレーターの不在は、本市の地域資源のもつ価値が消費に結びつく形

へと転換されず、収益の取りこぼしにつながっています。 

また、観光が生活と切り離された「外部の活動」と捉えられているため、住民が自らの

まちに誇りを持ち、主体的に発信する土壌も未だ限定的です。観光を、単なるサービス業

から「地域の誇りを次世代へ繋ぐ成長エンジン」へと転換を図り、坂井市の歴史を深く読

み解き、独自のストーリーを編み出せる専門人材の育成に注力し、高付加価値な観光体験

を創出する体制を整えます。 

これら体制づくりを市と DMO が推進し、事業者、住民等との調整役となって、人材の

育成や確保に取り組み、「観光まちづくり」におけるリーダーとしての活動を担います。 

 

▶施策１：観光地域づくり推進体制の強化 

市と DMO が観光地域づくりにおいて、リーダーシップを発揮できる体制を整えます。

観光地域づくりの推進には事業者の積極的な参画が不可欠であるため、事業者間のネット

ワークを深める取り組みを進め、地域全体で持続可能な観光施策を展開していくことを目

指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

観光地域づくりを担う

組織の強化 

市、DMO、事業者、

住民 
改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

事業者間連携の強化 市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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▶施策２：広域連携の強化 

市の枠組みを超えた広域的なネットワーク構築により、周辺市町と緊密に連携し、国内

外の多様なターゲットニーズに応じた広域周遊観光を強力に推進します。あわせて、友好

都市との観光交流を伴う相互連携をさらに強化します。こうした隣接地域や他都市とのパ

ートナーシップを通じて、より広い視点での誘客拡大を目指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

周辺市町との連携強化 
市、DMO、周辺市

町、事業者 
改善 ▶ ▶ ▶ ▶  

都市間交流の促進 

市、DMO、友好都

市（品川区、延岡

市、軽井沢町等） 

改善 ▶ ▶ ▶ ▶  

 

▶施策３：観光人材の育成・確保 

観光現場の最前線を担う人材の育成を図るため、ランドオペレーターの立ち上げ支援や

確保に取り組み、国内外からの誘客体制を構築します。また、観光客に地域の魅力を伝え

るガイドの質の向上を進めます。さらに、深刻な課題となっている人手不足への対応とし

て、幅広い業種からの参入も視野に、次代を担う人材の確保と観光サービスの質の向上を

並行して推進します。 

 

 

  

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

ランドオペレーターの育

成・確保 
市、DMO、事業者 検討 実施 ▶ ▶ ▶ 

 

観光ガイドの育成・質の

向上 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

観光事業者のスキルアッ

プ支援 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

事業者の人材確保支援 市、事業者 検討 実施 ▶ ▶ ▶ 
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戦略 2  地域資源を磨き「観光消費」を拡大 

 

本市の雄大な自然、歴史・文化、豊かな食などの地域資源を再評価し、背景にある歴史

やストーリーで繋ぎ、宿泊・体験・飲食・お土産などの付加価値を高めます。滞在時間と

消費額を着実に増やし「滞在型」や「高単価消費型」の商品への進化を目指します。来訪

者が興味をそそられるモノ・コトが必要であり、来訪者自身が情報を共有する上でのおみ

やげ話になるようなストーリーが次の消費機会に活かされていきます。 

丸岡城や三国湊といった歴史的価値が、単なる「見学」で終わってしまい、地域の誇り

を反映した観光商品や、深い体験へと繋がっていないことが、観光経済の波及を限定的な

ものにしています。 

そのため、「数」を重視した消費から「価値」を重視した提供へと転換します。地域の日

常や伝統に深く入り込み、その背景を知ることで価値を実感する「高付加価値な体験プロ

グラム」を開発、販売し、滞在の「質」を高めます。さらに、夜間観光等の創出による宿

泊需要の喚起を図ります。 

また、県内トップの入込数を誇りながら、買い物を主目的とする消費が中位に留まって

いる事実は、本市の資源が「立ち寄る対象」にはなっていても、「対価を払ってでも手に入

れたい価値」として十分に昇華されていないことを示しています。 

買い物観光の弱さを克服するため、本市の魅力の詰まった地域ブランド商品の開発を推

進します。 

これらにより、観光客が投じる消費が、地域全体の所得向上に繋がり、それらが再び地

域の誇りとなって資源を磨き上げる、持続可能な「地域経済の好循環」を確立します。  
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▶施策１：ブランドストーリーを活かした高付加価値化 

地域資源の付加価値を最大化させる「ブランドストーリー」を構築し、本物の価値と特

別な体験を創出することを目指します。 

自然・歴史・文化・食といった地域資源を活かした魅力向上を図ります。事業者は地域

資源の背景にあるストーリーを掘り下げ、「観光客の共感」を得ることのできる付加価値

の高い体験コンテンツやグルメメニュー、お土産品などブランド商品の開発、販売を進め

ます。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

ブランドストーリーの整

備 

市、DMO、事業者、

住民 
検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

自然を活かした観光の推

進 

市、DMO、事業者、

住民 
検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

歴史文化を活かした観光

の推進 

市、DMO、事業者、

住民 
検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

美食を体感できる観光地

づくり 

市、DMO、事業者、 

住民 
検討 実施 ▶ ▶ ▶ 

 

高付加価値な体験コンテ

ンツの造成支援 
市、DMO、事業者 検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

地域ブランド商品の造成

支援 
市、DMO、事業者 検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

 

▶施策２：滞在型観光の推進 

従来の「日帰り観光」から、地域に深く根ざした「宿泊を伴う滞在型観光」への転換を

図るため、夜間・早朝の観光コンテンツの造成に加え、丸岡城周辺や三国湊などの重点エ

リアにおいて、滞在時間の延長につながる店舗改修や空き家の活用を支援し、観光消費額

の向上を目指します。 

さらに、旅の目的地として選ばれる多様で魅力的な宿泊施設の整備・改修を後押しし、

宿泊需要の拡大と消費単価の向上につなげます。市は、これらの取り組みをエリア全体で

継続的に支えるため、改修費や周辺環境整備を一体的に支援し、地域経済の活性化の基盤

とします。 
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事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

東尋坊三国温泉の魅力強

化 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

宿泊に誘導するコンテン

ツの造成支援 
市、DMO、事業者 検討 実施 ▶ ▶ ▶ 

 

観光拠点における創業・

店舗改修支援 
市、事業者 検討 ▶ ▶ 実施 ▶ 

 

宿泊施設の魅力向上・改

修支援 
市、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

 

▶施策３：観光地の魅力向上 

観光客の満足度を高めるため、市内の主要観光拠点におけるハード整備を進め、地域の

魅力を最大限に引き出します。施設の再整備やインフラの高度化を通じて、観光客が安心

かつ快適に滞在できる環境を整え、本市における観光の新たな姿を創り出します。 

特に、本市を代表する観光地である「東尋坊」では、再生整備計画に基づき、ビジター

センターや交通広場の整備をはじめとした受入環境の充実を進め、観光地全体の魅力を牽

引する拠点として機能強化を図ります。 

また、景観の保全や地域に必要な機能を備えた歴史的建造物の活用を推進し、滞在時間

を延ばす工夫を取り入れることで、質の高い観光体験を提供できる魅力的な受け入れ体制

の確立を目指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

東尋坊再整備計画に基づ

く魅力向上 
市、事業者、住民 継続 ▶ ▶ ▶ ▶   

丸岡城周辺整備計画に基

づく魅力向上 
市、事業者、住民 継続 ▶ ▶ ▶ ▶   

竹田地区の魅力向上 市、事業者、住民 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 
次期計画期

間を含む 

海浜自然公園の魅力向上 市、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 
次期計画期

間を含む 

歴史的建造物の保全・活

用支援 
市、事業者、住民 改善 ▶ ▶ ▶ ▶   

景観価値を高めるインフ

ラの整備（道路の美装

化・無電柱化等） 

市 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 
次期計画期

間を含む 

観光施設の維持管理 市 改善 ▶ ▶ ▶ ▶   
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▶施策４：祭事・イベントへの支援 

市による積極的な支援を通じて、地域が誇る伝統文化の継承や四季折々の魅力を体感で

きる祭事・イベントを継続的に開催します。  

なかでも「三国花火」や「三国祭」といった歴史と伝統のある祭事の開催を通じて、地

域のアイデンティティを次世代へつなぐとともに広域からの集客を図ります。あわせて、

「丸岡城桜まつり」や「しだれ桜まつり」、冬の味覚を象徴する「カニまつり」など、季

節に応じた多彩な催しを年間を通じて開催することで、いつ訪れても地域の魅力を体感で

きる機会の創出と、地域経済の活性化を推進します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

伝統ある祭事・イベント

への支援 
市、DMO、住民 継続 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

四季を魅了するイベント

への支援 
市、DMO、住民 継続 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

 

▶施策５：多様なターゲットの誘客推進 

教育旅行や MICE、学生合宿、クルーズ船、さらには福井空港を活用した誘客の検討な

ど、特定の目的を持つ多様なターゲット層を誘致します。  

滞在中の住民との交流など付加価値の高い体験の造成を通し、地域への愛着と再訪意欲

の醸成を図り、リピーターの獲得を目指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

教育旅行、MICE 誘致 市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
 

クルーズ船誘致 市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
 

福井空港を活用した誘客

の検討 
市、DMO、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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戦略３  より快適な「二次交通」の整備 

 

観光地へのアクセスをスムーズに提供し、域内での滞在や回遊性を向上させるために必

要な取り組みを関係機関と連携して進めます。アクセス問題の解決には、「安全面、経営

面、運行面、運転手不足、交通法規制等」の課題があり、相当の期間を要することから関

係機関との密接な協議を進め、将来像を描きながらも出来ることから着手する手順が必要

となります。昨今、全国各地で無人自動車の実証実験等が行われており、効率的でサステ

ナブルな二次交通システムの構築も視野に検討を進めます。 

北陸新幹線の延伸により、周辺都市までのアクセスは向上しましたが、本市が持つ地域

資源への移動手段は十分とは言えない状況にあります。移動手段の選択肢の少なさは、単

に移動がしづらいだけでなく、本市が持つ地域資源の魅力を体感する機会を損失させてい

る大きな要因となっています。 

そのため、空港や新幹線駅を起点としたアクセス機能の強化を図り「滞在の質を高める

交通ネットワーク」の構築に取り組みます。観光の玄関口と市内を結ぶ広域交通網の拡充

に加え、無人バス等の次世代型モビリティの導入について検討を進め、市内の地域資源を

結ぶ交通網の充実を図ります。 

また、この交通網は、観光客に地域をめぐる楽しさを提供すると同時に、住民の暮らし

を支える大切な役割を担います。誰もが安心して移動できる環境を整えることで、地域の

暮らしやすさの向上につなげます。 
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▶施策１：広域交通網の活用推進 

観光の玄関口からのアクセスを改善するため、小松空港から市内へのアクセス向上に向

けたライナーバスの運行検討や、北陸新幹線の到着駅から主要観光地への乗り継ぎの利便

性向上を進めます。あわせて、観光客の増加が見込まれる東尋坊線などの主要路線におい

て、バスの増便を支援することで、混雑緩和と移動の利便性を高め、スムーズな周遊環境

の整備を推進します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

主要駅・空港からの利便

性改善 
市、事業者 検討 実施 ▶ ▶ ▶   

路線バス等公共交通機関

の利便性向上  
市、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 

次期計画期

間を含む 

 

▶施策２：地域内交通の充実 

今後新たな交通手段となりうる最新技術を活用した移動手段の導入検討を積極的に進め

ます。次世代型モビリティ等の実証実験を通じて有効性を検証し、観光地に適した形で導

入を進めます。また、観光地の整備に合わせて電気自動車（EV）や電動アシスト自転車の

レンタルなど、環境に優しい移動手段の導入を促進します。最新技術を活用したスムーズ

でストレスのない二次交通環境の構築を推進します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

次世代型モビリティの導

入（無人バス等） 
市、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 

次期計画期

間を含む 

需要に応じた柔軟な運行

の検討 
市、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 

次期計画期

間を含む 

環境配慮型の推進 市、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 
次期計画期

間を含む 
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戦略４  実効性のある「プロモーション戦略」 

 

効果的なプロモーションを展開するためには、マーケット戦略に基づき、求めている人

に、最適なタイミングで、正しい情報を伝えることが重要です。来訪意向のあるターゲッ

トに向けて、注目させ、興味を促し、検索してもらい、行動（来訪）を起こし、共有し

て、次につなげていくという一連の行動を喚起させるプロモーションを実施します。 

また、目的や状況に応じ、SNS をはじめとしたさまざまなコミュニケーションツールを

使い分け、組み合わせながら多面的に情報発信を行います。発信する情報の内容は、本市

への来訪だけでなく、「稼ぎ」に繋がる観光消費を促すためのストーリーを重視し、「見

る、食べる、遊ぶ、泊まる、買う」といった観光行動への期待を高めるプロモーションに

つながるコンテンツづくりを進めます。 

本市は、「東尋坊」や「越前がに」など全国的な知名度を誇る観光素材をもつ一方で、

その多くが「福井県の観光地」という表面的な認識にとどまり、地域独自の歴史や文化、

人々の想いなど、その魅力が来訪を促す価値として十分に伝わっていない可能性がありま

す。 

そのため、「坂井市でしか得ることのできない体験価値」を戦略的に発信することで、

他地域との差別化を図り、「選ばれるまち」としての地位を高めます。 

 

▶施策１：マーケティングの強化 

重点ターゲットの獲得に向け、宿泊施設の稼働率や観光消費、インバウンド動向など必

要な観光データを収集・分析し、販売戦略を明確化します。これらの分析結果を基に、事

業者による商品造成や販売を促進するとともに、その結果について効果検証を行います。 

また、個々の事業者の Google マップ登録や管理をサポートするほか、 Web アクセス解

析ツールの活用支援を行います。あわせて、検索・地図サービス上の表示情報の最適化な

ど、Web サイトへの訪問を介さない、いわゆるゼロクリック時代に対応したマーケティン

グ手法を検討します。事業者のオンライン上での視認性を高めるだけでなく、事業者自ら

がデータを分析し、経営やサービス改善に活かせる体制を地域一体となって構築すること

を目指します。 
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事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

マーケティングデータの

利活用促進 
市、DMO 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

地図検索を活用したマー

ケティング施策の展開 
市、DMO、事業者 実施 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

 

▶施策２：プロモーションの拡充 

AI 検索・生成 AI に対応した公式観光サイトの運用を行うとともに、国内外のターゲッ

ト層に合わせた SNS 発信、Web 広告を実施します。また、国内外の重点ターゲットに影

響力のある媒体やメディアとの連携をはじめ PR を強化するとともに、アンテナショップ

での対面発信や出向宣伝を通じて、直接的な誘客活動を展開します。さらに、SNS での情

報発信に住民参画の視点を採り入れるなど、地域全体で発信力を高める体制を整えます。

旅行中においても、観光案内所の適切な運営を通じて、質の高い情報提供を行い、来訪者

の満足度向上と周遊の促進を目指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

AI 検索・生成 AI に対応し

た公式ホームページの運

営 

市、DMO 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

ソーシャルメディアでの

情報発信の促進 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

学生、事業者、住民が連

携した地元観光地の情報

発信 

市、DMO、事業者、

住民、学生 
検討 実施 ▶ ▶ ▶ 

 

有力メディア等と連携し

たプロモーション強化 
市、DMO、事業者 検討 実施 ▶ ▶ ▶ 

 

アンテナショップを活用

した情報発信 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

観光案内所等での情報提

供 
市、DMO 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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戦略５  デジタルとデータを活用した「観光 DX」の推進 

 

観光 DX の推進は、本市が観光で生き残るための競争力の基盤であり、戦略を客観的な

データに基づいて展開していくために必要不可欠です。 

これまでの観光施策は、来訪者の満足度や行動動機を経験則や主観に頼る傾向があり、

多様化する観光ニーズを客観的なデータとして捉えきれていない側面がありました。観光

客がどこで感動し、どこで消費しているかという実態が不透明なままでは、効果的な一手

を打つことが困難です。客観的なデータの裏付けに基づく意思決定により、本市の観光の

ポテンシャルを最大限に引き出す必要があります。 

また、人手不足が深刻化する中で、人員を割くことで成り立ってきた従来の運営方法に

依存し続けることは、サービスの質の低下と競争力の喪失に直結しています。デジタル技

術を、単なる効率化の道具ではなく、予約から決済、多言語対応に至るまで、観光客がス

トレスなく本市での滞在を楽しめるためのインフラとして活用します。 

進展する AI などのデジタル技術を活用して、人手不足に対応しつつ、観光客の行動・消

費データを収益化につなげる先進的な観光地域経営への変革を目指します。 

 

▶施策１：デジタル化の推進 

キャッシュレス決済等、デジタル技術への対応を積極的に推進し、限られた人材で高い

サービスの質を維持できる体制を整えることで、観光の利便性と運営効率を高めます。 

また、収集したデータを基に、個々の観光客の関心に合わせた最適な情報を提供できる

体制づくりを検討するなど、質の高い観光体験の提供を目指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

キャッシュレス対応等、

受入環境の整備 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

業務効率化ツール導入の

支援 
市、DMO、事業者 検討 実施 ▶ ▶ ▶ 

 

観光体験の魅力向上への

活用 
市、DMO、事業者 実施 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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▶施策２：観光データ利活用の高度化 

市、DMO、事業者などが、客観的な根拠を戦略に活かすことで、精度を高め、効果を最

大化することを目的としています。これまでも活用してきた「人流」「消費」「意向」な

どのデータに加え、SNS 解析や満足度など多様なデータを収集・分析し、観光動向を把握

します。データは蓄積・公表し、観光動向の見える化を進めるとともに、事業者へのフィ

ードバックを通じて商品造成やプロモーションの最適化を支援するなど、効率的かつ効果

的な活動に役だてます。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

データ分析ツールの積極

活用 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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戦略６  世界に選ばれる「インバウンド戦略」 

 

本市の自然景観、古い町並み景観、文化遺産、食をはじめとした地域資源は、海外から

はまだまだ知られておらず、インバウンドにとっては未だ知られていない魅力を有する地

域と言えます。また、世界的に「本物」を求める旅行者が増える中、本市が持つ地域資源

は極めて高いポテンシャルを有していますが、海外市場への発信は未だ限定的です。受け

入れ体制の整備が進んでいる事業者も限定的で、言葉などの壁を超えて、本市の地域資源

に深く共感してもらうための受入れ環境が十分に整っているとは言い難い状況にありま

す。 

そのため、本市が選ばれる「質の高い訪問地」であることの認知促進や訪問意向へと昇

華させる取り組みを進めることが必要不可欠です。 

長期滞在を好み、地域の自然・文化・活動に深く関与する、欧米豪やアジア圏の富裕層

をターゲットに見据えた高付加価値の体験コンテンツの造成を進めるとともに、海外プロ

モーションや受入れ環境整備を強化しながら、世界中から訪れる人々が本市の地域資源に

共感し、リピーターとなる「世界に選ばれるまち」を実現します。 

人口減少による国内市場の縮小の可能性を見据え、市場の多様性を確保し、地域外から

の確実な外貨獲得を図ります。 
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▶施策１：インバウンド誘客の推進 

福井県や周辺自治体、また海外の旅行業界との強力なネットワークを構築することで、

坂井市単独では困難なインバウンド誘客を連携先のノウハウも活用してプロモーションし

ていく必要があります。 

周辺自治体と緊密に連携し、複数のエリアをまたぐ広域周遊ルートを造成し、インバウ

ンドへの訴求力と集客力を高めます。また、海外の旅行会社等との BtoB（企業間取引）型

の関係性を構築し、実効性の高い誘客促進を図ります。さらに、金沢や京都を起点とする

主要な観光ルートにおいて、本市および周辺市町を「欠かせない目的地」として位置づけ

るよう積極的なプロモーションを展開することで、訪問者数の大幅な拡大を目指します。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

周辺市町と連携した取り

組みの推進 
市、DMO、周辺市町 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

海外旅行会社との連携促

進 
市、DMO 実施 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

広域観光ルートへの坂井

市組み込み促進 
市、DMO 検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

 

▶施策２：観光商品・体験の造成、販売 

地域資源を活かした「コンテンツの質の向上」と、それを広く届ける「販売体制の強

化」を通じて、インバウンドに選ばれる観光地となること目指します。 

自然・歴史・文化・食などの地域資源に高い付加価値を付けた体験コンテンツや地域ブ

ランド商品の造成に取り組み、オンライン旅行会社（OTA）に掲載する事業者を積極的に

支援し、インバウンド誘致を進めます。 

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

高付加価値な体験コンテ

ンツ等の造成（インバウ

ンド） 

市、DMO、事業者 検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

体験コンテンツのオンラ

イン販売強化 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

ウェルネス・リトリート

の推進 
市、DMO 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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▶施策３：インバウンド受入れ環境の整備 

新規に来訪するインバウンド客がストレスなく滞在でき、満足感を持って帰国できるよ

う持続可能で質の高いおもてなし体制を構築します。 

宿泊・飲食・交通機関といったあらゆる場面において、多言語対応やキャッシュレス決

済等の導入・運用に加え、食の嗜好や宗教・文化的背景に配慮した対応を支援し、インバ

ウンド客の利便性の向上と言語・決済・情報収集に伴う負担を軽減します。さらに、イン

バウンド客が多用するデジタルツールへの対応にも配慮し、訪日時の滞在満足度と再訪意

欲の向上を図ります。  

 

事業名 関連団体等 R8 R9 R10 R11 R12 備考 

多言語化や免税店等への

支援 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

インバウンド対応タクシ

ー等の導入 
市、事業者 検討 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

インバウンドが多用する

デジタルツールへの対応

力強化 

市、DMO、事業者 検討 ▶ 実施 ▶ ▶ 

 

インバウンド対応観光案

内所の運営 
市、DMO  改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 

 

インバウンド対応人材の

育成・確保 
市、DMO、事業者 改善 ▶ ▶ ▶ ▶ 
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戦略の推進 

 

1 推進体制 

本市をはじめ、住民、観光事業者、農林水産業者、DMO さかい観光局など、多様な主

体が本計画を共有し、合意形成を図るとともに、積極的な意見交換を通して、連携・協力

しながら、個別の取組や事業の実効性を高め、官民一体となった推進体制で本計画を着実

に進めます。 

また庁内においては、本計画に基づく各戦略において、関係する部局が常に連携し、効

率的・効果的な取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

2 評価・管理（PDCA） 

本計画で掲げた取組について、毎年度進捗状況を検証し、その結果を関係機関等で共有

するとともに、観光戦略推進会議（仮称）を立ち上げ、DMO さかい観光局や観光事業者

などとの意見交換を定期的に行うことにより、適切な評価と改善に努めます。 

本計画の進捗管理にあたっては、PDCA サイクルに基づき、年度ごとに計画の進捗状況

や顧客の変化を確認し、事業等の実効性を高めるとともに、定期的な評価を行い、結果に

応じて適切な目標設定と施策・事業のアップデートを行い、将来像の実現を目指します。 

Ⅴ 

坂井市 
ＤＭＯさかい

観光局 

宿泊施設 飲食店 土産店 

交通事業者 農林漁業 

観光施設 商工業 

住民 
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3 計画の長期的イメージ 

本計画は、R8 年から R12 年までの５年間を対象期間とし、観光客のニーズの変化、各

事業等の進捗状況等に応じて、適宜見直しを実施することとします。また、長期的にみる

と、本計画は来訪者を増やし稼ぐ観光の整備を行う基盤構築期として位置付け、第 2 段階

で高付加価値な体験リリースによる価値創造期、第３段階では観光消費の循環、リピータ

ー増加による循環確立による消費の拡大へとつなげます。 

期間 フェーズ 実施概要 

R8 - R12 

（2026）（2030） 

第 1 期 

（基盤構築期） 

観光地域づくり体制の強化、デジタルマー

ケティング対応の強化、ブランドストーリ

ーの整備 

R13 - R18 

（2031）（2035） 

第 2 期 

（価値創造期） 

重点ターゲットへの本格プロモーションの

開始、高付加価値な体験商品のリリース 

R19 - R24 

（2036）（2040） 

第 3 期 

（循環確立期） 

観光消費額の地域内還元の可視化、二次交

通の本格運用、インバウンドリピーターの

定着 

 

４ 目標指標 

本戦略は、観光施策の推進を測る数値目標として、5 年後の R12 年に 5 つを重要目標達

成指標（KGI：Key Goal Indicator）として設定します。 

 

 現状値 目標値 

R12 年 

備考 

観光客の満足度 88.3％ Up 福井県観光連盟アンケートより 

観光事業者の満足度 22.5％ 40％ 坂井市事業者アンケートより 

住民の観光まちづくり

に対する満足度 
31.1％ 40％ 市民満足度調査より 

観光客入込数 459 万人 550 万人 約 20％増 

観光消費額 244 億円(※) 310 億円 約 27％増 

※観光消費額は「令和６年 福井県観光客入込数（推計）」結果に基づき、１人当たりの観光消費額単

価を参考に再試算したため、第 1 章、第 2 章の数値目標の結果とは異なります。 
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この重要目標達成指標を達成するために、基本戦略との連動を図ることで、各基本戦略

が何を目指すのかを明確にし、重要目標達成指標の達成を目指します。なお、重要業績評

価指標（KPI：Key Performance Indicator ）については、 基本戦略、施策を構成する具

体的な取り組みを推進するための各事業において設定するものであるため本プランにおい

ては記載していません。 

 


